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「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」
に基づく令和６年度の取組について

市民文化局コミュニティ推進部
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資料１



「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」に基づく令和６年度の主な取組

01 「まちのひろば」に関する取組
まちのひろばプロジェクト
①広報・啓発 「まちのひろば」の見える化・機運醸成の取組
②仕組みづくり

02 SDCに関する取組
・７区SDC交流会
・各区SDCの取組

03 地域デザイン会議に関する取組
・各区における地域デザイン会議の取組
・広報・情報発信（取組の見える化）について

04 町内会・自治会支援の取組
・町内会・自治会活動応援補助金の運用
・町内会・自治会への加入促進の取組
・町内会・自治会への負担軽減の取組
・町内会・自治会アドバイザー派遣事業
・「川崎プロボノ部」によるデジタル化支援の取組

05 マンションコミュニティ等の
住民自治組織に関する取組

06 市域レベルの取組
07 職員の意識改革や人材育成の取組

・地域コーディネーター研修
・まちのひろば創出職員プロジェクト

「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」に基づき、幸福度が高く誰も
が認められる社会的包摂の進んだ持続可能な都市型コミュニティを描いた「希望
のシナリオ」の実現を目指し、地域包括ケアシステムの構築をコミュニティ施策
の視点から支え相互補完的に充実させるため、多様なつながりやコミュニティ形
成支援を推進した。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

R8,9,10R5,6,7R1,2,3,4

種をまくフェーズ 発展させていくフェーズ

令和４年度

（第１回）

検証

前半５年間 後半５年間

７区SDCスタート
地域デザイン
会議の本格実施

振り返り
令和７年度

（第２回）

検証

令和６年度は、全ての区でソーシャルデザインセンターが稼働、地域デザイン
会議を本格実施するなど、これまでの取組を継続・発展させた。

また、「まちのひろばフェス」「７区ソーシャルデザインセンター交流会」と
「地ケアフェア」を初めて合同で開催するなど、地域包括ケアシステム構築に向
けた取組との連携を一層進めるとともに、市制100周年記念事業とも連携しなが
ら取組を展開した。

令和６年度基本的考え方策定 目標年次
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③まちのひろばフェス×地ケアフェア

日 時︓令和６年12月８日（日）10時〜15時 場 所︓市役所本庁舎 参加者︓約1,000人
内 容︓①地域で活動する市民によるマルシェ（「ほっこりポスター」との連携）

②地域包括ケアシステムに賛同する企業・団体によるブース出展（健康チェック、
相談等）

③ホールプログラム(パネルディスカッション、講演会、７区SDC交流会) 他

01 「まちのひろば」に関する取組

まちのひろばプロジェクト
「まちのひろば」の創出を支援し、多様なつながりを広げるため、
(1)広報・啓発（見える化、機運醸成）と、(2)仕組みづくり を
「まちのひろばプロジェクト」として一体的に推進した。

①まちのひろばWAプロジェクト

活動や場の情報を本市ＳＮＳ等で紹介するともに、活動時に「まちのひろば」の
ＰＲにご協力いただき、市民と協働して見える化を進めた。

(1)広報・啓発 「まちのひろば」の見える化、機運醸成の取組

WAプロジェクト賛同団体 計88団体（新規12団体）

登録者数
（令和7年3月末日時点）

３か月間の閲覧回数
（令和7年1月〜3月）

YouTube 約1,500人 約10,000回
Instagram 約1,500人 約50,000回
note 約190人 約15,000回
つなぐっどKAWASAKI
（Facebook）

約570人 約45,000回

「まちのひろば」の趣旨に共感、賛同する市民と「まちのひろば」を
見える化し、共感を広げるプロジェクトとして推進

⑤その他普及啓発の取組（全国都市緑化かわさきフェアへの出展等)

④市制100周年記念事業「市民100人100通りのほっこりポスター」

全市立学校が取り組む市制100周年記念事業「学校ｅ〜
ね★サミット」として鷺沼小学校が実施した教育活動や、
「まちのひろばフェス×地ケアフェア」との連携などを
通じて、市民の地域への愛着や誇りを醸成した。

「かわさきって人だよね。」をキャッチコピーと
して市民100人の温かいエピソードを添えた100種
類のポスターを制作。市内各所での掲出やSNSに
より、「まちのひろば」や地域人材を見える化
し、地域のつながりや支え合いの大切さを伝えた

地域包括ケアシステム構築に
向けた連携（合同開催）

②SNSの活用
情報発信、見える化を行い、本市のコミュニティの取組に興味関心を持つ人

を増やし、共感を広げた。

コミュニティや地域包括ケアシステムの取組を知り、住み慣れた地域で
ワクワク暮らすためのヒントを得られるイベントとして実施した

←
学校e〜ね★サミット
全市交流会で
鷺沼小学校６年生
による発表の様子
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01 「まちのひろば」に関する取組

②地域人材に関する取組
ア. 地域支えあい人財づくりツアー
民生委員児童委員等の地域活動の担い手確保を目的として、地域に関心がある人の活

動の実践につながるよう、地域活動を見学・体験するツアーを実施した。

イ. 協働・連携研修の実施（28ページ参照）

取組の方向性

①公共施設の地域化
「公共施設の地域化庁内向けガイドライン」に基づき、庁内ワーキングにて好事例共有
や意見交換を行いながら、引き続き取組を進めた。

(2)仕組みづくり

川崎ワカモノ未来プロジェ
クト

高校生によるまちづくりへのチャレンジを地域ぐるみで応援するプ
ロジェクト

こと︕こと︖かわさき 市内の文化芸術資源を介して人々がつながり合う「アートコミュ
ニティ」を育むプロジェクト

みんなが気持ちよく、いき
いき過ごせる公園

多様な主体との連携による、公園等における持続的な協働の
取組

かわさきパラムーブメント 障害のあるなしにかかわらず、市民・事業者・団体・行政が連
携・協働しながら共生社会の実現に向けた様々な活動を展開

市制100周年を迎え、市のイメージが向上し、愛着や誇りをもつ市民が増えたことを
好機ととらえ、地域人材やコミュニティを育む多様な取組と「まちのひろばプロジェ
クト」との相乗効果を生み出し、多様なつながりや居場所の創出につなげていく。

各局における地域人材やコミュニティを育む多様な取組の一例

公共施設の地域化の取組の一例

中原区 「ひとり暮らし高齢者会食会 ももの会」、「お茶べり会」の活動見学
宮前区 講座「地域を支える民生委員の魅力を学ぶ」の開催

地域コミュニティカフェ「なかよしサロン」の活動見学
多摩区 地域活動マッチングイベント「地域のつながり︕たまたまみっけ︕」（地ケアフォー

ラム×地域デザイン会議）に出展した団体の活動見学

地域包括ケアシステム
構築に向けた連携

宮前区役所向丘出
張所

行政会議室につき、利用希望日の２週間前時点で空きがある場
合、区民活動支援コーナー登録団体の利用を可能とした。

いきいきセンター（老
人福祉センター）

さいわい、多摩のいきいきセンター地域交流スペースの活用を図るた
め開放事業を開始。

川崎市アートセン
ター

3階のコラボレーションスペースを活用し、地域のNPO団体と連携し、
毎週月曜日（施設点検日を除く）にコンシェルジュを配置して、芸
術・文化に関わる相談・案内業務を行っている。

令和6年度川崎市都市イメージ調査 実施結果速報より

R4 R5 R6R4 R5 R6

市のイメージを良いと思う人の割合、
シビックプライド指標（愛着、誇り）
が、令和６年度はいずれも過去最高値

（川崎市）

（川崎市）

R4 R5 R6
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02 SDC（ソーシャルデザインセンター）に関する取組

各区ＳＤＣの現況や課題を共有し、これからのＳＤＣを語りあう機会として開催。
令和６年度は、全区においてＳＤＣが稼働した節目の年となることから、ＳＤＣの活動をまちづくりの系譜全

体から捉え直し、今後のさらなる発展に向けた示唆を得ることを目的として、専門家による講演会も実施した。

同時開催された「まちのひろばフェス」「地ケアフェア」からの
参加者もあり、新たな気づきが得られる学び合いの場となった。

日 時︓令和６年12月８日（日）15︓00〜18︓00
参加者︓94名（内、関係職員20名）
内 容
第１部︓活動発表「７区SDCの今を知る」
第２部︓講演「まちづくりの系譜からSDCの取組を考える」

東京大学まちづくり研究室教授 小泉秀樹氏
第３部︓意見交換「SDCのこれからを語る」

７区SDC交流会

取組の方向性
引き続き７区それぞれの状況に応じた伴走

支援を行うとともに、SDCの認知度向上の取
組を進める。また、７区相互の学び合いや
連携、市民の共感を広げる機会の創出に向け
て取組を推進していく。

令和６年４月に川崎区、麻生区のSDCが立ち上がり、７区全てでSDCが稼働した。
７区SDC関係者や興味関心がある市民の学び合いや気づきの場として、

「まちのひろばフェス×地ケアフェア」とあわせて７区SDC交流会を開催した。
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02 SDC（ソーシャルデザインセンター）に関する取組（川崎区）

川崎区
・令和２〜３年度に川崎区ＳＤＣモデル創出に向けた実証プロジェクト、令和４〜５年度に川崎区ＳＤＣモデル
事業を実施。令和６年度から、これまでの取組結果を踏まえて、コアメンバー、サポートメンバー、事務局の３
者のネットワークにより本格実施。
・令和６年度は、「まちを良くするための相談」への対応や、地域課題の解決を目指した社会実験の展開や新た
な参加、交流のきっかけづくりなどに取り組んだ。また、3者のネットワークで地域活動の担い手を支援しなが
ら、これまでモデル事業に関わってこなかった団体等にサポートメンバーとしてネットワークに参加してもらう
ことで、新たな担い手の確保も目指して取り組んだ結果、ネットワーク参加者数は、令和７年3月末現在でコア
メンバー４団体、サポートメンバー16団体（個人含む）、事務局１団体の計21者と昨年度末比で16者増加した。

●令和６年度の主な取組
・「まちのひろば」の創出や地域活動活性化に資するイベント等を行うために使うことのできる「川崎区地域活
動助成金」を令和６年５月に新設し、地域主体の活動実施を支援した。
令和６年度には「のびのびぐんぐんフェスタ」（８月開催）、「街角アートウィーク」(10月開催）等、13件

の活用があり、 ２月には、いきいきかわさき区提案事業の報告会と同日に川崎区ＳＤＣ交流会を実施。当日は
ＳＤＣメンバー及び提案事業実施団体の計１５団体が参加し、情報交換を行うなど、新たなネット
ワークの構築や親睦を深め、今後のメンバー活動が円滑に行われる機会となった。

●令和７年度の予定
・コアメンバーとサポートメンバーを
「SDC連携メンバー」に統合し、事務局
との２体制による運営体制に変更。
また、SDC連携メンバー負担軽減のため
一部機能を事務局に移管し、ネットワー
ク参加者の加入促進を図る。
・「川崎区地域活動助成金」の活用によ
り、参加のきっかけを増加させ、そこで
生まれたつながりから、ＳＤＣ連携メン
バーの登録によるネットワークの拡大を
進め、相談・協力対応の強化を図る。
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02 SDC（ソーシャルデザインセンター）に関する取組（幸区）

幸区
・運営団体を公募し、令和2年6月に株式会社イータウンと協定を締結。
令和3年1月に新川崎タウンカフェ内に、さいわいソーシャルデザインセンター「まちのおと」が開

設。

●令和６年度の主な取組
地域住民同士の交流を図る「地域交流会」（防災をテーマに年３回実施）、団体間の交流・活動促

進を目的とした「まちづくり応援フォーラム」（年１回実施）、市民参画でSDC事業について話し合
う「SDC意見交換会」（年２回実施）、地域の団体活動の運営支援を行う「まちづくり協働事業」な
どを実施した。
また、地域活動のイベント周知や活動内容などを情報発信するほか、市民と一緒に作成したSDCの

広報誌「まちのいと」等では、SDCの活動をはじめ、地域で活動を実施している人物や場所を取り上
げ、区民等へ周知を行った。

●令和７年度の予定
引き続き、運営先と情報共有を行いながら、上記の取組を実施し、地域への浸透や活動範囲を広げながら、

多様な主体の連携による取組や地域活動の運営等を支援する。
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02 SDC（ソーシャルデザインセンター）に関する取組（中原区）

中原区
・「知る」「集う」「つながる」等の機能を実践する中原区ＳＤＣの取組を令和４年10月から開始。
・月１回のＹＯＲＩＡＩ(定例会)の開催とともに、テーマ別のグループ活動として、里山保全や自然体験など地
域の課題にお試しでチャレンジする取組、地域の資源や魅力を発信する中原区の「宝の地図」の作成、対話を通
してつながりを作る交流会等、機能実践の取組を区内の様々な場所で実施した。

●令和６年度の主な取組
・月１回のＹＯＲＩＡＩ(定例会)の開催とともに、SDC運営の課題を検討する運営検討会を３回行い、これから
の中原区ＳＤＣで目指すこと、取り組みたいこと、運営体制等の検討を行った。結果として、広報活動の強化・
充実などに取り組むことを９月14日に開催したＹＯＲＩＡＩ（定例会）で報告した。

・ＹＯＲＩＡＩ（定例会）を、しんまるｃｏｆｆｅｅ（新丸子）や工房カフェ（武蔵中原）、新城ＷＯＲＫ（武
蔵新城）といった地域のコミュニティスペースで積極的に開催。まちなかでの開催により、今まで地域活動に参
加したことがない近隣住民の参加につながった。

・中原区ＳＤＣを知ってもらうため、なかはら区民祭でのＳＤＣ企画体験ブースの出展を行った。また、市民団
体同士のつながりを作り、新たな活動へ広げる語らいの場として、中原区市民提案型事業とSDCとのコラボ企画
「つながたりカフェ」を初開催した。

・中原区ＳＤＣでのつながりから、企業と連携した「夏祭り縁日イベント」への出展、全国都市緑化かわさき
フェアへの協力・出展、中原市民館での「SDC大交流会」などの取組が実現した。

●令和７年度の予定
・運営検討会や、新規参加者を対象とした中原区SDC説明会を開催
する。
・引き続き、区役所や中原市民館だけでなく、地域のコミュニティ
スペース等でのYORIAI（定例会）の開催や、各種イベントでの
広報や出展によって、新たなつながりづくりや、参加者が希望する
取組の実現を目指していく。
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02 SDC（ソーシャルデザインセンター）に関する取組（高津区）

高津区
・SDCの機能として、地域人材の発掘や参加機会の創出を目的に、これまでに｢まちづくりカフェたかつ｣を対
面･オンラインにより、計19回開催。参加者間で仲間づくりや企画の具体化が進み、｢まちの企画室｣を通じてア
イデアの実践に結び付くなど、｢まちのひろば｣立ち上げにつながっている。
・令和５年４月15日から地域活動に関する相談窓口を始動。高津スポーツセンター内窓口(週２回)と、メール
(随時) の対応。令和６年度の相談件数は49件。区民の持ち込み企画を小学校の寺子屋で実践する等のコーディ
ネートができた。また、Facebookを活用して区内の市民活動情報等を発信するため、令和６年度は97件投稿し
た。
・相談窓口周知のため、｢まちづくりカフェたかつ｣とコラボした交流会や区内施設での出張相談＆PRを実施した
ほか、各種団体総会にて広報紙を用いた説明等を行った。
・多様な主体による共創の取組(デザインラボ)として「脱炭素アクションみぞのくちプロジェクト創出部会」で
市民参加のワールドカフェや企業連携による商業施設への出展、取組事例報告会等を実施した。

●令和６年度の主な取組
出張相談会等により相談窓口の周知を図りつつ、コーディネート事例を増やせるように相談窓口とSDC各機能

の連携を強化した。また、相談事例や地域のイベントをSNSや広報紙（年２回）を通じて情報発信したほか、
「まちづくりカフェたかつ」の開催や「まちの企画室」との連携、
「市民活動支援ルーム」の運営により、団体や個人の地域活動を支援した。

●令和７年度の予定
引き続き、窓口や出張相談会を通して、地域活

動へ関心のある区民・団体からの相談を受け付け、
相談内容の実現に向けてコーディネートを行う。
また、まちづくりカフェたかつ等を通して市民

創発の土壌づくりを行っていくとともに、広報紙
やSNSを通じて、区SDCの取組や、区内のまちの
ひろば等に関する情報を発信し、つながりづくり
や地域活動への参加の機運を醸成する。
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02 SDC（ソーシャルデザインセンター）に関する取組（宮前区）

宮前区
・宮前区SDCは令和４年度に立ち上げワーキンググループメンバーを募集。
ミーティングや視察等を計21回行い、SDCの機能や運営方法について検討を重ねた。

・令和５年度からは、参加する人が「ゆるさ」や「気軽さ」を大事にしながら、つながりや居場所の発見、地域
課題の共有・解決などができることを目指し、区内の様々な人や団体がつながることができる場として、年に３
回程度「みやまえBASE」を開催している。みやまえBASEの開催に向けては、月に１回企画会議を開催してプロ
グラムの内容やメンバーの役割を決め、参加者が自身の活動を紹介するみやまえキャンパスや交流会などのプロ
グラムを企画している。

●令和６年度の主な取組
次のとおり、「みやまえBASE」を開催した。

６月 第４回 宮前区に愛着をもって暮らすためのヒント（参加者 25人）
11月 第５回 「マルシェ＆つながるカフェBASE」 （参加者 約50人）
２月 第６回 映画で地元とつながろう︕ （参加者 33人）

・第４回・第５回はさぎ沼シェアオフィス（鷺沼駅前徒歩１分）で開催。
特に第５回は駅前の好立地を生かして事前申し込み不要とし、
ふらっと立ち寄れる形式でマルシェを開催。
・第６回は映画活動をしているゲストを招くとともに、
好きな映画のジャンルをテーマに参加者同士で交流。

●令和７年度の予定
引き続き、参加者がゆるやかに地域とつながること

ができるプラットフォームをめざし、「みやまえBASE」
を6月、11月、2月に開催予定。みやまえBASEの開催に
向けては、プログラムの内容等を企画する会議を月に
１回程度開催予定。
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02 SDC（ソーシャルデザインセンター）に関する取組（多摩区）

多摩区
・令和２年３月に、区民主体の運営による「多摩区ソーシャルデザインセンター」が多摩区総合庁舎１階に開設
され、地域活動に関する相談受付支援等を実施
(一般社団法人多摩区ソーシャルデザインセンターによる運営)

・開設以降の取組として、月１回の全体会、週1回の学生カフェで情報共有や企画・検討を進め、地域の支援・
活性化を目的とした「登戸・たまがわマルシェ」の開催や「民家園通り商店会夏まつり」など各種イベントの開
催支援、「まちのひろば」創出等に向けた子ども食堂の実施及び開設支援、日本民家園での古民家カフェの運営
の他、地域で活動する団体への支援を目的とした「多摩区コミュニティ活動支援事業（多摩区まちのひろば活動
支援資金）」等を実施

・令和４年度に、これまでの区域レベルの取組に対する評価・検証を実施し、今後の取組推進に向けた多摩区役
所としての考え方を取りまとめ、令和5年度以降も引き続き（一社）多摩区ソーシャルデザインセンターと協定
を締結した上で、評価・検証結果を踏まえた取組を推進
令和５年度は区内全体への更なる展開に向け、Anker フロンタウン生田と連携し、地域活性化や地域の人・団

体同士のつながりづくりを目的とした新たな取組を実施

●令和６年度の主な取組
多世代の参加、交流を目的とした「カラフルカフェ」を月１回実施した。

延べ201人が参加し、シニア・ミドル層の参加を促進した。
また、緑化フェアのおもてなしブースの運営協力、認知症啓発活動ロバさん

プロジェクト、エンディングノート作成講座等、新たな取組を実施

●令和７年度の予定
引き続き、「登戸・たまがわマルシェ」の開催や、区内各種イベントの開催

支援、「まちのひろば」創出等に向けた子ども食堂の実施及び開設支援、カラ
フルカフェ、認知症啓発活動ロバさんプロジェクト等を行う他、緑化フェア春
開催のおもてなしブースの運営協力については、3/22〜4/13に実施した。
また、「多摩区コミュニティ活動支援事業（多摩区まちのひろば活動支援資

金）」に統合する形で再構築した多摩区市民提案型協働事業の評価・検証を行
い、今後の事業のあり方の検討を行う予定

ロバさんプロジェクト

生田出張所でのカラフルカフェの様子
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02 SDC（ソーシャルデザインセンター）に関する取組（麻生区）

麻生区
• 令和元年度に「あさお希望のシナリオプロジェクト」を立ち上げ、「みんながつながる みんなが輝く
I❤ASAO」をキャッチフレーズに始動。

• 令和４年度に「あさお希望のシナリオ実行委員会」を設立し、SDCモデル実施に向け、SDCの機能を具体化
した５つのプロジェクトの試行を行い、令和４年12月に区民の方を集め、活動報告会を実施。

• 令和５年度は、令和６年度の麻生区版SDCの開設に向けて、プロジェクトのモデル実施（SDC-Car、100人カ
イギなど）を行うとともに、SDC機能の検討や開設準備を実施。

●令和６年度の主な取組
• ４月29日（月・祝）麻生区ソーシャルデザインセンターを開設。開
設記念イベントとしてまちのひろば祭りを開催。約40の地域団体等
が参加。

• 町内会の夏祭り等にSDC-Carが出張、メンバーがお祭りサポーター
として参加するなど、既存団体との交流、団体の周知を実施。

• 10月13日（日）に開催されたあさお区民まつりでは、「子ども遊び
体験」の出店や飲食販売、SDC紹介パネルの展示等を実施。約80人
の学生ボランティアがまつりの運営を支援。

• 100人カイギを計12回実施。
• 12月4日（水）NPO法人麻生区ソーシャルデザインセンター設立。
• 令和7年２月1日（土）、2日（日）市制100周年記念事業「あさおの
川崎100周年祭」の一環としてまちのひろば祭りを開催。

●令和７年度の予定
引き続き地域のイベントへの積極的な参加や相談受付を行うととも

に、新たな参加の促進、団体同士の連携や交流の場づくり等のためイ
ベントや市民講座等を開催する。また、他区SDCと交流・情報交換を
行い、SDC同士の連携を図る。

まちのひろば祭り

100人カイギ
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02 SDC（ソーシャルデザインセンター）に関する取組
区 運営形態・運営主体 取組の概要 各区で現在行っている支援／行政の関わり方 今後の課題・検討事項

川崎区
2024年
4月〜

事務局、SDC連携メ
ンバーのネットワー
クによる運営

事務局、SDC連携メンバーによるまちのひろばの創出、
地域活動に対する相談受付や地域活動等の支援、地域
課題の解決を目指した社会実験の展開や新たな参加や
交流のきっかけづくりなどに取り組むことで、地域課
題の解決や新たな価値を生み出す。

・事務局に委託料を支出
・情報共有・意見交換、庁内での共有、行政関連の
調整
・川崎区地域活動助成金の支出

・SDC連携メンバーの登録によるネッ
トワークの拡大
・川崎区地域活動助成金の活用の促進

幸区
2021年
1月〜

事業者（株式会社
イータウン）による
運営

新川崎タウンカフェの一角にSDCを開設し、「知る」
「話し合う」「学ぶ」「相談する」「つながる」を実
践する事業を行う。

・運営事業者へ補助金を支出
・情報共有・意見交換、庁内での共有

・活動範囲の拡大
・自主財源の確保

中原区
2022年
10月〜

集まった人たちの緩
やかなつながりの中
で持ち寄り型の運営

月1回の定例会や、「知る」「集う」「つながる」な
どの機能を実践するテーマ別のグループ活動を中心に、
様々な取組が生まれている。Slackなどの活用で情報
共有、つながりを広げている。

・行政の運営費負担は現時点では想定なし
・定例会の会場やオンライン環境の提供
・運営検討に関する意見交換の場を設定
・情報共有・意見交換、庁内での共有

・一部の参加者への事務局業務の負担
・中原区SDC自体の広報不足
・定例会の開催場所の検討
・新規参加者の獲得

高津区
2023年
4月〜

市民創発につながる
様々な仕組みを組み
合わせ、区全体で
SDCの機能を構成

相談窓口、地域活動のアイデアをプロジェクト化する
方法を学ぶ「まちづくりカフェたかつ」、区内事業者
や団体等の連携の場「デザインラボ」、企画の実現に
向けてコーディネートを行う「まちの企画室」を展開。

・相談窓口などそれぞれのしくみの運営を各事業者
に委託（まちづくりカフェの一部は直営）
・出張相談窓口等の会場提供・調整
・情報共有・意見交換、庁内での共有

・相談窓口の認知度向上
・相談者や各団体のアイデアを既存の
仕組みと連携させて実現に向け進める
ためのネットワーク強化及びコーディ
ネート力向上

宮前区
2023年
6月〜

集まった人たちの緩
やかなつながりの中
で持ち寄り型の運営

区内の様々な人や団体がつながることができる場とし
て「みやまえBASE」を年３回開催し、企画会議を月1
回程度開催することで、つながりや居場所の発見、地
域課題の共有・解決等をめざす。

・運営予算は現時点では想定なし、伴走支援を事業
者に委託
・企画会議や定例会、イベントの会場提供・調整
・情報共有・意見交換、庁内での共有

より多くの方に参加いただき、市民主
体で持続的に運営できる体制の構築
・認知度の向上
・新規参加者の確保

多摩区
2020年
3月〜

多摩区ソーシャルデ
ザインセンターによ
る運営（2020年8月
〜一般社団法人化）

多摩区総合庁舎1階に開設。月1回の全体会や週1回の
学生カフェで情報共有や事業の企画を行い、地域活動
に関する相談受付・支援等の他、地域の支援・活性化
を目的とした各種イベントの開催及び開催支援を実施。

・運営組織と協定を締結し補助金を支出
・企画会議やイベントの会場提供
・広報、情報共有・意見交換、庁内での共有

・自主・自立に向けた運営のあり方及
び事業を継続していくための基盤整備
・多世代の参加による運営体制の強化

麻生区
2024年
4月〜

NPO法人麻生区ソー
シャルデザインセン
ターによる運営

月1回程度の全体会で情報共有や事業の企画などを行
うとともに、地域イベントへの積極的な参加やイベン
ト・講座等の開催を通じて、新たな参加の促進、団体
同士の連携や交流の場づくり、地域活動を学ぶ場の提
供などの事業を行う。

・運営組織と協定を結び負担金を支出
・定例会等の会場提供
・情報共有・意見交換、庁内での共有

・市民主体で持続的に運営できる基盤
の構築
・相談受付など常設の場所の必要性に
関する検討
・区内の他団体との連携・情報共有
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03 地域デザイン会議に関する取組

会議の運営
〇運営指針に基づき、次の点に留意しながら取組を進める。

広報・情報発信取組の方向性を設定
１ 取り扱う課題、テーマを設定
・区民の参加と協働により課題解決に向けた取組を進め
る必要があるものを設定

２ 議題・テーマに応じた取組の方向性を設定
・短期・中長期の進め方（※）を参加者との間で共有
しながら検討

（※）【ビジョン型】︓区計画や区のまちづくりに反映し、長
期的な視点で施策の実現を進める
【環境づくり・機運醸成型】︓区民、地域団体、企
業など多様な主体と連携し、機運醸成を進める
【具体的な課題解決型】︓地域課題の解決に向け
た具体的な取組を実施する など

推進体制を構築

３ 関係局との連携
・課題解決に向けて、区役所と関係局が連携
し、一体的な体制により取組を進めるため、
テーマ設定の段階から早期の情報共有を行う

４ 多様な主体、関連する事業との連携
・各区ソーシャルデザインセンター等の「新たなし
くみ」や車座集会等の関連事業と連携し、庁
内外の地域資源やリソースを最大限に活用

５ 取組の見える化
・区の有する様々な広報
ツールを活かし、効果
的な広報・発信
・区民や参加者を巻き込
んだ情報発信
⇒取組のプロセスを見え
る化し、区民の参加を
より一層拡充

基本的な考え方（取組の方向性）
〇大都市における市民自治充実の観点から、身近な区を単位として、「区における行政への参加の場」を制度として保障・充実させるため、
引き続き継続的な意見聴取を推進しながら、より多くの区民が関わり参加しやすい機会の拡充を図る。
〇地域デザイン会議は、一律の枠組みを最初から決めるのではなく、議題やテーマに応じて、その都度、弾力的に運用できる柔軟なしくみとする。
〇より複雑化する地域課題に対応するため、区役所と局等相互の適切な調整により、地域コミュニティにおける支え合う関係づくりと市民創発型の課題解
決につなげる。

地域デザイン会議運営指針
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03 地域デザイン会議に関する取組
(１)各区における地域デザイン会議の取組
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地域デザイン会議運営指針に定める「より多くの区民が関わり参加しやすい機会の拡充」に向けて、地域デザイン会議の取組を広く
市民が知り、行政への参加のきっかけとしていただくため、「取組の見える化」に向けた広報の取組を実施した。

・図や写真を活用し、地域デザイン会議の趣旨やし
くみ等を説明
・各区の取組紹介とともに、各区ページのリンク付け
や運営指針等の資料の集約など各種情報を集約

地域デザイン会議ページ（抜粋）

各区における広報・情報発信の取組
・報道発表資料や会議結果を各区のページに掲載するだけでなく、参加者による発信や地
域資源を活用した発信など、さまざまな形で「取組の見える化」に向けた広報の取組を実施

広報・啓発用資料の作成・活用
・地域デザイン会議の趣旨等を区民に周知す
るために作成した広報・啓発用資料について、
市HPへの掲載やイベントでの配布等で活用

イベントでのブース出展
・これまでの取組等を紹介するパネルを展示
・来場者に取組等を説明するとともに、広
報・啓発用資料を配布
・区民の行政への参加機会の更なる拡充
に向けて、地域課題に関するシール投票
を実施

コミュニティ施策と連携した広報
・コミュニティ施策における地域デザイン会議の位
置付け、地域デザイン会議とSDCとの違い及び
各区における取組状況を説明

市HP発の広報・情報発信の取組

まちのひろばフェス（12月８日）での取組の様子 SDC交流会（12月８日）での取組の様子

（２）広報・情報発信（取組の見える化）について

SNS等を活用した参加者による発信

◆Instagram ◆参加企業HP ◆Facebook

地域資源を活用した発信 区の広報ツールを活用した発信

◆区YouTubeチャンネル◆タウンニュース◆ｿｰｼｬﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ

03 地域デザイン会議に関する取組
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04 町内会・自治会支援の取組

町内会・自治会への支援
町内会・自治会の活性化に向け、令和3年7月に施行した町内会・自治会活動応援補助

金の運用をはじめ、加入促進、負担軽減、個別支援等に取り組んだ。

(1)町内会・自治会活動応援補助金の運用

① 令和6年度の申請件数等（令和6年12月末 申請締切時点）
・申請団体数 487／653団体
（R5︓457／653団体、R4:401／650団体、R3:347／651団体）
・申請率 74.6％
（R5︓69.9％、R４:61.7%、R３:53.3%）

② 補助金活用事例集の発行
各区の好事例を横展開するとともに、小規模な町内会・自治会が

申請していないケースが見受けられるため、規模が小さな町内会・
自治会の取組を紹介した。

③ 区を通じた町内会・自治会からの意見・要望の収集と制度見直しの検討
制度開始4年目となり制度の浸透が進んだことから、次年度に向けた大幅な制度の

見直しまでは行わなかったが、事務の手引きの改訂を行うことで、よりわかりやす
いものとなるよう見直しを行った。

町内会・自治会活動応援補助金
申請団体数の推移

町内会・自治会活動応援補助金
申請率の推移

各区における説明会の実施、補助金活用事例集の発行により制度の
浸透を図るとともに、区を通じた意見・要望の収集による事務の見直
しを行った。

防災ランプづくりワークショップ
（小杉陣屋町一丁目町会）

転倒防止体操（百合ヶ丘みずき街自治会）
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04 町内会・自治会支援の取組

(2)町内会・自治会への加入促進の取組

① 絵本「こども町会長」による啓発
大島小学校５年生に出前講座を行い、「こども町内会」の読み聞かせを通じた啓

発を行った。

② 市ホームページやタウンニュース等を活用した継続的広報
市ホームページで町内会・自治会に関して案内するとともに、タウンニュースを

活用して各区版に年2回、こどもタウンニュースに年1回、町内会・自治会に関する
記事を掲載した。

③ 川崎フロンターレと連携した加入啓発チラシの作成
転入者に向けた加入啓発として、川崎フロンターレ

と連携したチラシを作成・配布を行った。

④ 川崎市コミュニティチャンネル（YouTube）等での広報

区民課窓口における転入者へのチラシ・ガイドブック等の配布や、啓発絵本「こども町会長」を使っ
た小学校への出前授業、地域情報紙を活用した身近な町内会・自治会活動の継続的な広報等、区と連携
して多面的な広報・啓発活動を実施した。

(3)町内会・自治会への負担軽減の取組

「町内会・自治会への依頼ガイドライン」に基づき、川崎市全町内会連合会に依頼する
審議会等への委員推薦依頼の集約や、市広報物（回覧・掲示物）の一括配送及び電子媒体
のホームページへの掲載など、町内会・自治会の負担軽減に向けた取組を実施した。

YouTubeでの
千年新町町内会・子ども会の取組紹介

はるひ野町内会の取組紹介クレストプライム
レジデンス自治会の取組紹介

川崎フロンターレと連携した加入啓発チラシ
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04 町内会・自治会支援の取組

(4)町内会・自治会アドバイザー派遣事業

市民自治財団による相談支援事業として「町内会・自治会アドバイザー派遣事業」を継続
し、本市と連携しながら５団体の課題解決に向けた取組を支援した。

(5)「川崎プロボノ部」によるデジタル化支援の取組

取組の方向性
町内会・自治会の活動が活性化するよう、補助金の交付や表彰等により市として側面支援

するとともに、地域住民の町内会・自治会への自発的な加入や活動への参加促進、町内会・
自治会の自主的な設立につながるよう、（公財）川崎市市民自治財団や川崎市全町内会連合
会等と連携した取組を行う。

町内会・自治会のデジタル化に向けた支援のため、川崎プロボノ部による集合型講座を
複数回開催した。

①イベントを通じた新たな担い手、役員の確保
②回覧板をはじめとした連絡手段のIT化、ホームページの作成
③住民の自治会運営に対する意識の希薄化、担い手不足
④区域内の災害リスクの洗い出し、防災まちづくりガイドブックの更新
⑤地域特性に応じた防災冊子の作成

①デジタルツール紹介講座 参加者数︓71町内会・自治会、102名
②LINE公式アカウント活用講座 参加者数︓19町内会・自治会、31名

町内会・自治会アドバイザーによる相談支援の様子

川崎プロボノ部によるデジタル化支援の集合型講座の様子
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マンションコミュニティ等の
住民自治組織に関する取組05

庁内ワーキングを活用した情報共有・取組の把握
集合住宅におけるコミュニティの事例や、各局区の取組、課題等を把握

し、好事例の横展開や啓発等につなげるため、関係局による庁内ワーキン
グを実施して情報共有を行った。

(1)協働・連携研修

07 職員の意識改革や人材育成の取組

06 市域レベルの取組

「地域の担い手不足へのアプローチ」をテーマとして、市職員と団体関
係者が知見や課題を持ち寄り、「担い手不足」を解消し地域の課題を解決
する「市民創発」のまちづくりを進めていくための意見交換を行った。

日 時︓令和７年１月27日（月）10時〜15時 場 所︓市役所本庁舎
参加者︓50人（市職員、市社会福祉協議会、かわさき市民活動センター、各区SDC等関係者）
講 師︓東京都立大学法学部教授 大杉 覚氏

市職員と市民（団体関係者）の意識改革・人材育成を
目的とした研修・ワークショップを実施

地域包括ケアシステム
構築に向けた連携

まちづくり局 マンション管理組合登録・支援制度
・マンション管理組合交流会
令和６年10月５日（土）、令和7年2月8日（土）開催

高津区役所
地域ケア推進課

マンションにおけるつながりづくり支援事業
・マンションにおけるつながりづくり講演会・交流会
令和７年２月24日（月・祝）開催

集合住宅を対象としたつながりづくりの取組の一例

中間支援組織ネットワーク会議
市域レベルの中間支援組織間の情報共有及び連携につなげる取組として、

中間支援組織ネットワーク会議（主催︓かわさき市民活動センター）を実施した。
第１回︓令和６年６月12日（水）14時〜16時
第２回︓令和７年３月４日（火）14時〜16時

川崎市男女共同参画センター（すくらむ21） 公益財団法人かわさき市民活動センター

公益財団法人川崎市公園緑地協会 社会福祉法人川崎市社会福祉協議会
公益財団法人川崎市国際交流協会 公益財団法人川崎市文化財団

公益財団法人川崎市生涯学習財団 (オブザーバー)市民文化局市民活動推進課

ネットワーク会議構成団体
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07 職員の意識改革や人材育成の取組

①地域コーディネーター研修
地域包括ケアシステム構築に向けた地域づくりについて学び、地域をコーディネートする

能力や協働マインドを持つ職員の育成を図ることを目的とした研修を行った。
日 時︓令和６年５月20日（月）・29日（水）９時〜17時
参加者︓69名

②まちのひろば創出職員プロジェクト
全庁から若手職員を中心に９名が参加して、関係部署や

地域の方々と連携しながら、誰もが気軽に集える出会い
の場「まちのひろば」を創出する実践活動に取り組んだ。

現在の少子高齢化及び将来の人口減少社会を見据え、地域包括ケアシステム構築に向けた地域づ
くりに関する基本的な考え方を学ぶことや、地域のことをよく知り、地域をコーディネートする能
力や協働のマインドを持つ職員の育成を図ることを目的として、全庁職員を対象に実施した。

テーマ 日時・場所 内容 実施状況
あっ多摩ろう︕
パパと一緒にベビーヨガ
＆たマップづくり

令和７年１月25日（土）
10:00〜12:00
＠子育て支援センターつち
ぶち

北部地域に住む親子を対象に、子育て
へのかかわり方に悩みを持つ父親同士
の交流のきっかけづくり。ベビーヨガ
や地域の子育て支援情報の提供。

１４組３７名
申込受付

はなす︕つながる︕
親子でマルチカルチャー

令和６年12月22日（日）
10:00〜12:00
＠中原市民館

外国にルーツがある親子や日本人親子
を対象に、多言語での絵本読み聞かせ
や民族衣装、手形・足形アート体験を
通じて仲間づくり。

７組１５名参加
（内訳）
日本人親子６組、
外国籍親子１組

地域包括ケアシステム
構築に向けた連携

まちのひろば職員プロジェクトの様子

総務企画局人材育成課、市民文化局コミュニティ推進部 協働・連携推進課、区政推進課
健康福祉局地域包括ケア推進室の共催で実施

(2)地域コーディネーター研修とまちのひろば創出職員プロジェクト
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４．検討体制について
川崎市コミュニティ施策推進本部会議の枠組みを活用して、有識者からの専門的な知見を踏
まえて検証を進める。

「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」に基づく取組の今後に向けた検証について

本部会議（局長級） 本部長︓市長、副本部長︓副市長、部会員︓局区長等

幹事会（部長級） 幹事長︓（市）コミュニティ推進部長、幹事会員︓関係部長、副区長

部会（課長級） 部会長︓幹事長が、部会員から指名
部会員︓コミュニティ関連施策を推進する課長級

１．目的
「これからのコミュニティ施策の基本的考え方（以下、「基本的考え方」という。）の目標年次ま
で概ね残り3年間となる令和7年度に、取組を振り返りながら現在地や課題を整理確認し、今後
取り組むべき方向を共有することで、全庁が一体的にスピード感を持って「希望のシナリオ」の実現
に向けて取組を進めていくことを目的とする。

３．今回の検証における主な論点
（１）コミュニティ施策に基づく取組の実績の把握、課題の整理
（２）各局において展開するコミュニティ関連施策の取組状況の把握と課題の共有
（３）コミュニティ関連施策の区役所との効果的な施策推進の検討
（４）今後のコミュニティ施策における取組の方向性の検討
（５）区・市域レベルにおける中間支援機能の今後のあり方の検討

２．これまでのコミュニティ施策の取組
• 社会変化に対応した、多様な主体が連携した「市民創発」による持続可能な暮らしやすい地
域を実現するため「基本的考え方」を整理し、コミュニティ施策を推進
《主な取組》
（１）地域レベルの居場所「まちのひろば」の創出
（２）区域レベルのプラットホーム「ソーシャルデザインセンター」の創出
（３）区民参加により意見交換する場 「地域デザイン会議」の取組を推進

• まちフェス×地ケアフェアの開催（R6.12.8）

コミュニティ施策によって創発された住民の活動を通じて、地域における顔の見える関係づくりを
進め、見守り・支え合う地域づくりにつなげている。

（まちフェス×地ケアフェア チラシ） 令和6年4月に全７区で稼働しました︕

希望のシナリオ

地域デザイン会議

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

R8,9,10R5,6,7R1,2,3,4

種をまくフェーズ 発展させていくフェーズ

令和４年度

（第１回）

検証

前半５年間 後半５年間

７区SDCスタート
地域デザイン
会議の本格実施

振り返り
令和７年度

（第２回）

検証

検討にあたっては、コミュニティ施策との連携により推進が必要と考えられる取組については、既存の
ワーキンググループ等との連携や必要に応じて作業部会を設置し、個別に連携の方向性を模索して
いく。また、有識者からの意見聴取等も行いながら、経過及び今後の方向性をまとめる。

５．スケジュール
令和７年度 令和８年度

文教委員会
(前年度取組報告)
●5月下旬

本部会議
●5/20

本部会議
●3月頃

文教委員会
●5月
本部会議
●5月

SDCに関する検証実施

4〜12月
これまでの取組の振り返り・課題共有、今後の方向性の検討

1〜3月
報告のまとめ

4・5月
最終報告

まちフェス・
SDC交流会

〜部会・庁内での意見交換、検討〜
これまでの取組の振り返り・課題共有

今後の方向性の検討
〜有識者からの意見聴取〜

※SDCについては、関係者との対話を通じた取組状況の把握・検証を並行して実施。
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